
２０１５年度第１回大東文化大学スポーツ・健康科学部及び 

大学院スポーツ・健康科学研究科研究倫理審査委員会会議の記録の概要 

日 時 ： 2015 年 4月 21日（火） 13:30～14:50 

場 所 ： 東松山校舎研究管理棟３階第三会議室 

出席者 ： 杉森裕樹（研究倫理審査委員会委員長）、大城聰(動物実験委員会委員長) 

勝又宏、森浩寿、高山伸成、太田眞、鈴木 明、春日芳美 

米澤敏雄(外部委員)、岡村稔(外部委員) 

後藤孝也(オブザーバー)、山﨑まどか(オブザーバー) 

スポーツ・健康科学部事務室 横山美智子、清宮栄一 

欠席者 ： 琉子友男、簗瀬澄乃 

 【審議事項】新規課題 2件、継続課題 1件 

 受付番号 受付日 申請者名 審 査

区分 

実験課題名 審査結果 

K１5－００１ 2015.4.16 山﨑 

まどか 

通 常

審査 

NIRS の生体情報測定の 

応用に関する研究 

「承  認」 

K１5－００２-C 2015.4.15 高山成伸 迅 速

審査 

血友病インヒビターに 

関 す る 免 疫 学 的 検 討 

「承  認」 

K１5－００３ 

 

 

2015.4.21 杉森裕樹 迅 速

審査 

 

ウィルス性肝炎に関する

各種治療中における効能

値の時系列変化と医療 

経済評価 

「承  認」 

上記審査に引き続き3月の審査で「条件付承認」になった下記課題に対し、条件が満たされたことにより「承認」と 

したことが杉森委員長より報告された。 

 受付番号 受付日 申請者名 審 査

区分 

実験課題名 審査結果 

K１４－０１１ 2015.2.20 宮城 修 通 常

審査 

フットサル選手の体力的

特徴と試合中における 

移動特性と生理学的応答 

「条件付承認」を「承認」とする 

K１４－０１３ 2015.2.20 宮城 修 通 常

審査 

自走式トレッドミルに 

おける走行中の酸素摂取

量と筋活動量の特徴に 

ついて 

「条件付承認」を「承認」とする 

K１４－０１４ 2015.2.20 遠藤俊郎 通 常

審査 

バレーボールにおける 

チーム力に関する研究 

「条件付承認」を「承認」とする 

K１４－０１５ 2015.2.20 勝又 宏 通 常

審査 

空 手 の 組 手 に お け る 

間合いに関する研究～ 

動作開始時点からみた 

攻防時の間合いの特徴～ 

「条件付承認」を「承認」とする 

K１４－０２０ 2015.2.20 宮城 修 通 常

審査 

中学生野球選手のトレー

ニング中の生理学的応答

～長時間のトレーニング

に着目して～ 

「条件付承認」を「承認」とする 

K１４－０２１ 2015.2.20 宮城 修 通 常

審査 

サ ッ カ ー の ス モ ー ル 

サイドゲームにおける 

競技レベルと男女間の 

比較～生理学的応答と 

動きの特徴～ 

「条件付承認」を「承認」とする 



２０１５年度第１回大東文化大学スポーツ・健康科学部及び 

大学院スポーツ・健康科学研究科動物実験委員会会議の記録の概要 

 

日 時 ： 2015 年 4月 21日（火） 15:05～15:30 

場 所 ： 東松山校舎研究管理棟３階第三会議室 

出席者 ： 大城聰(動物実験委員会委員長)、勝又 宏、鈴木明、春日芳美、米澤敏雄(外部委員) 

スポーツ・健康科学部事務室 横山美智子、清宮栄一 

欠席者 ： 簗瀬澄乃 

   

報告事項 1. 本年度の運営と昨年度の実績報告について 

大城委員長より資料が配布され、本委員会の構成員について昨年度規程の改正により委員の人数を削減し、

両学科のバランスと男女比の構成を考慮して構成がなされた報告された。 

   動物実験委員会の目的と意義が説明され、動物実験の審査には 3つの Rを基準とし審査を行っていく旨の確認

がなされた。3 つとは苦痛の軽減 (Refinement)、使用匹数の削減 (Reduction )、代替法の活用 

(Replacement)の説明がなされた。また昨年度の本委員会の活動実績報告がなされ、本実験施設の自己点検と第三

者評価への準備状況及び文部科学省、公私立大学動物実験施設協議会(公私動協)および NPO 法人地球生物会議等

による動物実験情報公開等に関する懸案事項等の説明がなされた。 

                                              以 上  

   

 


